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下
川
町
は
、
北
海
道
北
部
に
位
置
す
る
、
人
口
約

３
２
０
０
人
の
町
で
あ
る
（
図
１
）。
夏
は
最
高
気

温
が
30
℃
以
上
、
冬
は
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
30
℃

以
下
と
な
り
寒
暖
の
差
の
激
し
い
地
域
で
あ
る
。
面

積
は
、
東
西
約
20
㌔
㍍
、
南
北
約
30
㌔
㍍
で
、
約

６
万
４
０
０
０
㌶
（
東
京
23
区
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
）
を

有
し
、そ
の
う
ち
約
５
万
６
０
０
０
㌶
が
森
林
で
あ
る
。

森
林
の
配
置
は
、
市
街
地
を
中
心
に
ド
ー
ナ
ツ
状
の
部

分
が
民
有
林
、
そ
の
外
の
約
９
割
が
国
有
林
と
な
っ
て

い
る
。

か
つ
て
「
下
川
町
は
資
源
の
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い

て
い
る
町
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、
銅
山
な
ど

の
鉱
業
で
栄
え
た
。
１
９
６
０
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

１
万
５
０
０
０
人
を
超
す
人
口
を
数
え
て
い
た
。
鉱
業

の
ほ
か
、
町
内
に
は
二
つ
の
営
林
署
が
存
在
す
る
な
ど

森
林
・
林
業
も
大
変
栄
え
て
い
た
。

し
か
し
、
経
済
や
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
鉱
山

の
休
山
、
安
価
な
外
材
輸
入
に
よ
る
林
産
業
の
衰
退
、

営
林
署
の
統
廃
合
、
Ｊ
Ｒ
名
寄
本
線
の
廃
止
な
ど
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
１
９
８
０
年
の
国
勢
調
査
で

は
、
全
国
４
番
目
の
人
口
減
少
率
を
記
録
し
た
。

２
０
１
２
年
頃
か
ら
転
入
者
が
転
出
者
を
上
回
る
年

も
あ
り
、
国
の
政
策
誘
導
も
あ
っ
て
人
口
減
少
に
一
定

の
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
現
在
も

人
口
減
少
は
続
い
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地

場
産
業
の
衰
退
、
労
働
者
の
人
材
不
足
な
ど
、
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

持
続
可
能
な
循
環
型
森
林
経
営

下
川
が
今
日
あ
る
の
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
い

ち
ず
に
植
林
を
続
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
１
９
５
３

年
、
町
は
国
有
林
１
２
２
１
㌶
を
買
い
受
け
る
こ
と
を

決
断
し
、本
格
的
な
町
有
林
経
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
町
が
始
め
た
の
が
循
環
型
森
林
経
営
で
あ

る
。
毎
年
50
㌶
を
伐
採
し
50
㌶
を
植
林
す
る
こ
と
を
60

年
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し
、
持
続
可
能
な
循
環
型
の
森

林
経
営
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
２
）。

毎
年
50
㌶
に
木
を
植
え
続
け
る
こ
と
半
世
紀
、
１
年
生

か
ら
50
年
生
ま
で
の
森
林
が
永
続
的
に
生
産
が
可
能
な

森
林
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
担
っ
て
き
た
の
が
森
林
組
合
で
あ
る
。
本

森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
内
発
的
発
展

その８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
も
か
わ
森
林
未
来
研
究
所
研
究
員　

春
日 

隆
司

森林と
自然エネルギー
を再考する

森林と
自然エネルギー
を再考する

図１　下川町位置図

下 川 町
稚内

名寄

旭川

旭川空港

新千歳空港 国道
ＪＲ

札幌

函館

下川町有林

（写真・図はいずれも下川町提供）
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来
な
ら
民
間
に
委
ね
る
事
業
で
あ
る
が
、
植
林
か
ら
伐

採
ま
で
は
半
世
紀
か
か
る
。
リ
ス
ク
や
収
益
性
の
把
握

も
難
し
く
公
的
な
役
割
が
あ
る
森
林
組
合
が
担
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
継
続
性
を
担
保
し
、
持
続
的
な
森
林
・

林
業
・
林
産
業
の
雇
用
の
場
を
つ
く
っ
て
き
た
。

こ
の
基
盤
を
築
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

１
９
８
１
年
の
湿
雪
災
害
で
あ
る
。
大
切
に
育
て
て
き

た
森
林
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。町
と
森
林
組
合
は
、

被
害
木
を
何
と
か
生
か
そ
う
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
被

害
木
カ
ラ
マ
ツ
の
木
炭
化
に
成
功
し
た
。さ
ら
に
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
の
開
発
、
高
度
な
木
炭
製
造
手
法
の

開
発
な
ど
に
も
成
功
し
た
。
そ
の
後
も
、
木
炭
の
土
壌

改
良
材
開
発
、
木
炭
製
造
時
に
出
る
煙
を
冷
却
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
出
る
木も

く

酢さ
く

液
を
間
伐
材
に
煮
沸
含
浸
さ
せ

る
防
腐
材
の
生
産
、
ト
ド
マ
ツ
葉
か
ら
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

を
抽
出
す
る
事
業
な
ど
森
林
の
恵
み
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
使
う
森
林
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
取
り
組
み
、
こ
れ
が

全
国
的
な
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
２
０
０
３
年
、
森
林
管
理
の
国
際
認
証
で
あ

る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
管
理
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。
こ
の
取

得
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
を

ベ
ー
ス
に
地
域
産
業
の
発
展
方
向
、新
た
な
産
業
創
造
、

産
業
連
携
等
を
研
究
す
る
下
川
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究

会
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
描
い
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
の
資
金
化

１
９
９
７
年
に
京
都
議
定
書
が
批
准
さ
れ
、
森
林
の

持
つ
環
境
価
値
の
数
値
的
評
価
が
国
際
的
に
な
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
下
川
町
有
林
の
森
林
吸
収
源
を
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
資
金
化
で
き
な
い
か
と
２
０
０
２

年
、
全
国
に
先
駆
け
「
自
治
体
経
営
林
の
Ｃ
Ｏ

２
吸
収

権
」
を
主
張
し
た
。「
見
え
な
い
も
の
を
販
売
す
る
の

は
適
当
で
な
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
批
判
を
い

た
だ
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
森
林
が
吸
収

し
た
Ｃ
Ｏ

２
を
炭
素
権
と
し
て
森
林
所
有
者
に
認
め
て

い
る
例
も
あ
る
。
賛
否
両
論
は
あ
る
が
、
炭
素
権
の
帰

属
が
森
林
所
有
者
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
森
林
地
域

へ
の
資
金
投
入
が
活
性
化
さ
れ
、
森
林
整
備
の
促
進
と

と
も
に
森
林
に
関
す
る
雇
用
の
場
が
創
出
さ
れ
、
経
済

は
潤
い
、
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
温
暖
化
対
策
に
も

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
こ
で
２
０
０
６
年
、「
森
林
吸
収
源
を
活
か
し
た

カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２
を
投

資
な
ど
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
す
る
）」
の
具
現
化
に

向
け
、
下
川
町
の
提
案
で
、
北
海
道
内
の
足
寄
町
・

滝
上
町
・
美
幌
町
を
加
え
た
４
町
で
協
議
会
を
設
立

し
、
独
自
の
制
度
設
計
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
中
、

２
０
０
８
年
、国
で
は
「
我
が
国
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
指
針
）」
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
、
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
（
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ

セ
ッ
ト
を
行
う
際
に
必
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
・
認

証
す
る
制
度
）
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
４

町
協
議
会
は
信
頼
性
を
確
実
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
の

制
度
に
準
拠
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

国
内
２
カ
所
と
と
も
に
下
川
町
が
全
国
初
の
森
林
吸
収

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

４
町
の
取
り
組
み
は
、
単
に
Ｃ
Ｏ

２
の
吸
収
ク
レ

ジ
ッ
ト
を
資
金
の
対
価
と
し
て
移
転
、
引
き
渡
す
の
で

は
な
く
、
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
環
境
先
進
企
業
・

団
体
等
と
「
森
林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
基
本
協
定
」

を
結
び
、
森
林
づ
く
り
な
ど
を
協
働
で
行
う
こ
と
に
対

し
て
、
協
賛
金
、
寄
付
金
な
ど
の
資
金
提
供
を
受
け
、

一
方
、
４
町
か
ら
の
Ｊ

－

Ｖ
Ｅ
Ｒ
制
度
に
準
拠
し
た
オ

フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
引
き
渡
す
も
の
で
あ
る
。

現
在
約
１
億
７
０
０
０
万
円
の
資
金
化
が
図
ら
れ
、
森

林
関
係
へ
の
投
資
経
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

下
川
町
で
は
２
０
０
０
年
か
ら
、
森
の
恵
み
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
利
活
用
す
る
理
念
に
基
づ
き
、
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
き
て
い
る
。
ま
ず
情
報
収
集
か
ら
始
ま
り
、
資
源

の
賦
存
量
調
査
な
ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成

し
た
。
２
０
０
５
年
に
は
北
海
道
で
初
め
て
、
公
共
施

設
で
最
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
Ｃ
Ｏ

２
を
多
く
排
出
し

て
い
る
温
泉
施
設
の
加
温
に
１
８
０
㌔
㍗
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
６

年
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
、
２
０
０
８
年
に
ト
マ
ト
育
苗
施

設
、
２
０
１
０
年
に
役
場
周
辺
施
設
、
２
０
１
１
年
に

高
齢
者
複
合
施
設
と
町
営
住
宅
、
２
０
１
３
年
に
一
の

橋
バ
イ
オ
ビ
レ
ッ
ジ
、
２
０
１
４
年
に
小
学
校
・
病
院

図２　循環型森林経営のイメージ

循環型森林経営
伐採

伐採　植林　育成　繰り返す

就労・雇用の確保
地元製材業者への木材安定供給

植林

育成

植林
＝

年ｈａ×伐採
ｈａ

50
3,000

60
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へ
と
公
共
施
設
に
逐
次
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を

導
入
し
た
。
現
在
で
は
11
基
30
の
公
共
施
設
に
熱
を
供

給
し
て
お
り
、
公
共
施
設
の
約
７
割
の
熱
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
賄
わ
れ
、
約
５
０
０
０
万
円
の
燃

料
コ
ス
ト
削
減
効
果
が
発
現
し
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
は
、
化
石
燃
料

に
頼
ら
ず
Ｃ
Ｏ

２
削
減
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
創
造
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
は
、
原
料
と
な
る
燃
料
用
チ
ッ

プ
の
確
保
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
町
で
は
、
町
有
林
施

業
か
ら
生
じ
る
林
地
残
材
や
未
利
用
材
な
ど
を
活
用
し

て
い
る
。

化
石
燃
料
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
進
め
る
た
め
に
は
、
大
き
な
影
響
を
受
け
る
既
存
事

業
者
の
理
解
と
合
意
が
不
可
欠
で
あ
り
、
業
種
転
換
を

促
進
す
る
誘
導
策
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
総
合
的

に
進
め
な
け
れ
ば
解
決
し
な
い
。

そ
こ
で
、
転
換
す
る
に
あ
た
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

原
料
を
製
造
す
る
施
設
を
町
が
整
備
し
、
地
元
で
化
石

燃
料
等
を
販
売
し
て
い
る
３
社
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

協
同
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
組
合
が
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
原
料
製
造
と
販
売
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
と
子
育
て

公
共
施
設
で
の
化
石
燃
料
か
ら
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
は
、
化

石
燃
料
の
価
格
変
動
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、
従

前
で
は
年
間
約
１
億
円
支
出
し
て
い
た
公
共
施
設
の

燃
料
代
（
重
油
代
）
が
８
０
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
を
進
め
、
２
０
２
２
年
に
は
削
減
効
果
を

５
８
０
０
万
円
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
は
、
Ｃ
Ｏ

２
削

減
効
果
や
富
の
流
出
抑
制
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
住

民
や
産
業
に
も
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

町
で
は
２
０
１
３
年
、「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
削
減
効

果
活
用
基
金
」
条
例
を
制
定
し
、
公
共
施
設
の
燃
料
代

削
減
分
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ボ
イ
ラ
ー
更
新
費
用
と
子
育
て
支
援
事
業
に
そ
れ

ぞ
れ
２
分
の
１
を
充
て
る
こ
と
と
し
た
。

地域熱供給システム（ボイラー）

木質バイオマス原料製造施設

森林整備（間伐）
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子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
、
２
歳
未
満
の
子
育
て
に
商
品
券
支
給
（
乳
児
１

人
に
つ
き
月
額
３
０
０
０
円
）、
学
校
給
食
費
の
２
割

減
額
、
不
妊
治
療
費
支
援
、
幼
児
保
育
料
１
割
減
額
、

予
防
接
種
助
成
、
絵
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
は
、

子
育
て
世
代
が
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
町
民
へ
の
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
の
普
及
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

人
口
の
流
出
、
経
済
の
低
迷
、
外
部
依
存
、
自
己
財

源
の
確
保
な
ど
森
林
を
基
盤
と
す
る
農
山
村
の
自
治
体

に
あ
っ
て
は
課
題
が
山
積
す
る
が
、
域
外
に
流
出
し
て

い
た
燃
料
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
金
を
内
部
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
富
が
域
内
で
循
環
す
る
シ
ス
テ
ム
を
築
く

こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
内
発
的
な
地
域
発
展
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
り
、
足
腰
の
強
い
地
域
経
済
を
構
築
し
て
い

く
点
か
ら
も
そ
の
有
効
性
が
高
い
と
い
え
る
。

全
国
の
市
町
村
数
の
約
40
％
は
国
が
指
定
す
る
山
村

で
あ
る
。
国
土
面
積
で
は
約
50
％
で
森
林
面
積
の
約

60
％
を
占
め
る
。
内
発
的
な
発
展
手
法
が
全
国
に
波
及

す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
森
林
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
普

及
へ
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
り
地
方
創
生
が
図
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。

森
林
と
自
然
エ
ネ
に
よ
る
内
発
的
発
展

町
の
域
内
総
生
産
は
年
間
２
１
５
億
円
（
う
ち
農
業

26
億
円
、
林
業
・
林
産
業
33
億
円
）。
そ
の
な
か
で
域

外
に
流
出
す
る
電
気
・
燃
料
費
の
金
額
は
12
億
円
（
う

ち
電
力
５
億
円
、
石
油
等
７
億
円
）。
こ
れ
ま
で
の
森

林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
進
め
、
地

域
で
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
試

算
し
た
場
合
、
域
内
生
産
額
は
28
億
円
増
、
雇
用
も

１
０
０
人
ほ
ど
増
加
、
林
業
・
林
産
業
の
生
産
額
は

７
億
円
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
地
域
資
源
を
活

用
し
た
内
発
的
な
発
展
を
い
か
に
深
化
さ
せ
て
い
く
か

が
今
後
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
本
気
度
と
具
現
化

が
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

世
界
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
は
２
０
１
１
年
、
①
地

域
の
利
害
関
係
者
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
半
も
し
く
は

す
べ
て
を
所
有
し
て
い
る
、
②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
思

決
定
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
基
礎
を
置
く
組
織
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
、
③
社
会
的
・
経
済
的
便
益
の
多
数
、
も

し
く
は
す
べ
て
は
地
域
に
分
配
さ
れ
る
、
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
パ
ワ
ー
の
三
原
則
を
定
義
し
採
択
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
下
川
町

の
森
林
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
は
、
利
害
関

係
者
で
あ
る
町
が
所
有
し
意
思
決
定
し
て
お
り
、
便
益

の
す
べ
て
は
地
域
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
外
部
か
ら
の
制
御
か
ら
脱
し

て
、自
身
の
立
て
た
規
範
に
従
っ
て
行
動
す
る
」（
注
１
）

必
要
が
あ
る
。

下
川
町
に
お
け
る
森
林
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
は
、
外
部
に
地
域
振
興
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
主
体
性
を
基
本
と
し
、
地
域
資
源
で
あ
る
森
林

を
活
用
し
、
そ
し
て
地
域
の
資
本
が
投
入
さ
れ
、
地
域

内
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
、
内
発
的
発
展
の
有
効
性
が

実
証
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
事
例
と
し
て
特
出
す
る
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
町
で
は
森
林
、
土
壌
、
川
の
水
な
ど
の
自
然

資
本
の
価
値
評
価
も
行
っ
て
い
る
。
一
部
独
自
の
評
価

手
法
を
用
い
な
が
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
評
価
額
は
約

１
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
資
本

と
と
ら
え
、
企
業
や
都
市
自
治
体
な
ど
と
も
連
携
し
、

い
か
に
価
値
化
し
て
い
く
か
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
研
究
を

進
め
提
案
し
な
が
ら
具
現
化
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

下
川
町
の
地
域
づ
く
り
は
、
先
人
が
築
い
て
き
た

循
環
型
森
林
経
営
か
ら
森
林
の
Ｃ
Ｏ

２
吸
収
機
能
の
向

上
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
る
内
発

的
発
展
を
基
盤
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
行
動

は
ロ
ー
カ
ル
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
下
川
町
の
「
内

発
的
発
展
」
が
、
決
し
て
町
独
自
の
意
思
や
政
策
だ
け

で
は
な
く
、
国
の
政
策
意
図
と
の
良
好
な
連
携
関
係
の

中
で
実
現
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
方
自
治

は
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
地
方
の
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
る
中
で
、
国
の
補
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
他
方
、
現
在
、
国
は
国
家
的

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
自
治
体
を
選
別
す
る
姿
勢
を

強
く
押
し
出
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
に
う
ま

く
対
応
し
て
き
た
下
川
町
で
あ
っ
て
も
、
今
後
安
閑
と

は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
下
川
町
は
、
そ
う
し
た
国
の
変

化
を
敏
感
に
察
知
し
、
よ
り
一
層
工
夫
を
凝
ら
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
注
２
）。

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
循
環
型
森
林

経
営
の
見
直
し
や
森
林
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
新
た
な

関
係
性
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
時
代
の
理
念
あ
る
移
住
定

住
政
策
な
ど
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

注
１　

内
発
的
発
展
論
と
日
本
の
農
山
村
（
保
母
武
彦
）

注
２　

下
川
町
は
再
び
「
発
展
」
で
き
る
か
（
北
大
年
報
公
共
政
策
学
，
12
， 

１
５
９

－

１
７
６
坂
本
雄
）


